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事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

格納箱・消防用資機材の設置（箇所）

目　標 12

実　績 12

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

5年度 6年度 7年度 8年度 9年度

実　績 12

格納箱・消防用資機材の設置（箇所）

目　標 12

100.0%

うち
交付金充当額

3,914 3,914

執行状況の説明 計画どおり執行できた。

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

5年度 6年度 7年度 8年度 合計

Ｂ．執行済額 4,893 4,893

Ａ．予算現額 4,893 4,893

執行率（％）(B/A) 100.0% #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

事業内容
消防署から遠隔地に位置する自主防災組織の消防力の向上を図るため、現在設置されている消火栓を活用し消火活動が効率
的に実施できる体制を整える。

実施方法 □ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □ その他（　　）

令和 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-10-（3）
5 5 該当箇所

担当部課名 消防本部 警防課
事業実施
年度

令和 ～

市町村名 久米島町

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【後年度発現事業】

事業名 自主防災組織強化推進事業 新・沖縄２１世紀ビジョン (8)

基本計画該当箇所 安全・安心な生活を支えるインフラの整備



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【Ｒ７年度】
・自主防災組織のさらなる強化に向けて、地域住民と協議しながら訓練の内容や、実施時期、時間帯、回数等を見直して実施していく。

【Ｒ６年度】
・訓練参加者に対して、整備した資機材の操作説明はもとより、実践形式の
訓練を取り入れ、操作を習得できるようにしたことが目標を達成した主な要
因と考えられる。

【Ｒ６年度】
・災害時に適切な対応を実施するためには、自主防災組織に参加する地
域住民の防災等に関する意識を一層向上する必要がある。

状
況
説
明

【Ｒ６年度】
・設置箇所において、自主防災組織（地域住民）を対象とした訓練を実施し、本事業で整備したホース格納箱・消防用資機材の操作につい
て指導した。訓練参加者にアンケート調査を実施し目標値を上回った。

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果 6年度 7年度 8年度 9年度

実　績 91

年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

資機材の操作性及び利便性が向上したと回答した訓練
参加者の割合（％）

目　標 80以上


